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61.  は　じ　め　に









18 ～ 26nm の球状でウイルス全般の中でも最小の部類に
属し，パルボという名前もラテン語で小さいという意味の
parvus に由来している。ウイルス粒子の中には約 5kb の
直鎖状 1 本鎖の DNA があり，これにウイルスが生存する
ためのゲノム情報すべてが含まれている。蛋白をコードす
る遺伝子はわずか 2 ～ 3 個である（図 1）。パルボウイル
















































器を採材する機会が 2008 年と 2010 年に計 3 度あり，延
べ 12 人ほどの学生と泊りがけで出向いて採材した。2008
年の最初の調査では，豚 120 頭の扁桃について 11 種類の
DNA・RNA ウイルスの遺伝子を検査すると豚サーコウイ





















て，2 ～ 3 ヶ月令の豚のほとんどは自然感染するようにな
り，母豚の年令になると全んどの個体は両ウイルスに対す
表 1.   豚扁桃からのウイルス遺伝子の検出頻度
る抗体を持っている。母乳を飲んだ子豚は母親の抗体を受


















































表 2. パルボウイルス科（The family Parvoviridae）の旧分類と新分類案のウイ
ルス数の比較（Cotmore, et. al. 2014 を改変）




































て 2014 年秋に卒業するまでに 5 種の新旧豚パルボウイル
スの調査と解析で 3 つの論文をまとめ，現在出版済ないし
投稿中である。さらに学部学生の佐野夏葉さんは卒論研究




















子をとり DNA 配列を調べてみると，例えば PPV2 では一























表 4.   豚 120 頭の扁桃からのウイルス遺伝子の検出頻度
新規豚パルボウイルスの解析
10 日本獣医生命科学大学研究報告　第　63　号（2014）
は，統計的（カイ 2 乗テスト）に有意に PPV（“古典的”
豚パルボウイルス），PPV2（新規豚パルボウイルス 2 型），
PPV3（新規豚パルボウイルス 3 型）も共に検出されやすく，
PPV と PPV4（新規豚パルボウイルス 4 型）も有意に関連
して検出された（図 2）。有意差（0.01<p<0.05）はそれほ
ど大きなものではなかったが，予期しないものであった。




験で，PCV2 単独感染では発症せず，PCV2 と PPV を同時
接種すると発症することを複数の論文が報告している5-7）。 






消耗性疾患である PCVAD に繋がる。PCVAD 発症には体
内での PCV2 のコピー数が多いこと（PCV2 がよく増えて
いること）が重要で，他の共因子は免疫系細胞を増殖刺激
して PCV2 感受性細胞を増加させたり，逆にサイトカイン
バランスを乱して PCV2 又は PCV2 感染細胞の排除を阻
害しているのではないかという推測である。
我々の結果はどう解釈できるのであろうか。上記既報で









古典的 PPV だけでなくさらに 2 種の新規豚パルボウイル
スも同様の効果がある可能性を示唆している。しかし，新
規豚パルボウイルスに関しては，どこで増え，生体にどの
図 2. 豚サーコウイルス 2 型（PCV2）と 5 種の豚パルボ
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